
特別セッション（9 月 25 日 15:30～17:00） 

  

テーマ「コロナ後の持続可能な社会を構想する」 

コンビーナー：中根英昭（日本環境共生学会会長） 

サブコンビーナー：石橋健一（愛知学院大学教授） 

  

・特別講演 

「人獣共通感染症の生態学的アプローチ〜生物多様性の観点から感染症リスクを考える」 

五箇公一（国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター 生態リスク評価・対策研究室 室長） 

  

・問題提起 

「COVID-19 パンデミックによる気付き、変わること・変わらないこと」 

 中根英昭 

・パネルディスカッション： 

（１）交通・コミュニケーション・街づくり、SDGs とのつながり 

パネリスト 福田敦（日本大学教授）、鐘ヶ江秀彦（立命館大学教授） 

討論者 山中英生（徳島大学教授）、加藤博和（名古屋大学教授） 

 

（２）SDGs を軸として、ビジネス・教育 

パネリスト 九里徳泰（相模女子大学教授） 

討論者 木村美智子（茨城大学教授）、福井弘道（中部大学教授） 

 

（３）講演者、パネリスト、討論者及び聴衆による討論 

 

・まとめ 


